
 

 

 

 

改

 

 

 

 

 

改
◆
 
 

今回
最新
お
 

乾

水

この度、標

今後のご使

改訂内容 

【使用上の注意
2．相互作用 

併用注意
現行のとお

 薬剤名等 
  
 ドルテグラ

ルナトリウム

ダサチニブ 

ガバペンチン

エルトロン
パグ オラ
ン 

ラルテグラ
ル 

リオシグア

 

改訂理由 
◆自主改訂 

回の改訂内容は
新の医薬品添付
よび弊社 HP（h

― 医薬

乾燥水酸化ア

水酸化マグ

標記製品の

使用に際しま

（   部：

改

意】 

（併用に注意す
おり 

臨床症状

ビ
ム 

現行のとお

本剤との同時
こと。本剤の
場合には、ダ
の少なくとも
時間後に投与

ン 同時に投与
り、ガバペン
漿中濃度(Cm
血漿中濃度－
積(AUC)が20
剤の投与後少
間以降にガバ
用することが

ボ
ミ

同時に服用す
ンボパグ オ
が著しく妨げ
あるので、投
後2時間は本
けること。 

ビ ラルテグラ
時間以内に本
した場合、ラ
の血漿中濃度

ト 本剤投与はリ
与後1時間以
らとすること

は、日本製薬団体
付文書情報は、
https://www.yg

薬品の適正使

使用上

アルミニウ

グネシウム配

「使用上の注

ましては下記

追記） 

改 訂 後 

すること） 

状・措置方法 
（略） 
り 

時投与は避ける
の投与が必要な
ダサチニブ投与
も2時間前又は2
与すること。 

与することによ
ンチンの最高血
max)が17％及び
－時間曲線下面
0％低下した。本
少なくとも2時
バペンチンを服
が望ましい。 

するとエルトロ
オラミンの吸収
げられることが
投与前4時間及び
本剤の投与を避

ビル投与前後6
本剤を併用投与
ラルテグラビル
度が低下する。 

リオシグアト投
以上経過してか
と。 

体連合会発行 医
PMDA HP「医薬
g-nissin.co.j

使用に欠かせ

上の注意

消化性潰

ウムゲル 

配合剤 

注意」を下記

記の内容をご

機序・危険因
 
現行のとおり

ダサチニブの吸
抑制され、血中
が低下する可能
ある。 

機序不明 

錯体を形成する。

キレート形成に
ラルテグラビル
収抑制等がおこ
それがある。

消化管内pHの上
よりリオシグア
バイオアベイラ
ティが低下する。

医薬品安全対策情
薬品に関する情
p/）に掲載致し

 

せない情報

意改訂

製

潰瘍・胃炎

記のとおりに

ご参照くださ

【使用
2．相

併
省

因子 
 
ドル
ルナ

吸収が
中濃度
能性が

  

  

。   

による
ルの吸
こるお

  

上昇に
アトの
ラビリ
。 

  

情報（DSU №29
情報」（https://
します。

です。必ず

訂のお知

製造販売元

炎治療剤

水酸化

水酸化

に改訂致しま

いますよう

用上の注意】
相互作用 
併用注意（併用
省略 

薬剤名等 

ルテグラビ
ナトリウム

省

97 2021年 3月
/www.pmda.go.j

ずお読み下さ

知らせ 

山形県天童

化アルミニ

化マグネシ

すのでご案内

お願い申し上

改 訂 

用に注意するこ

臨床症状・措置
（略） 

省略 

）に掲載される
jp/safety/inf

さい。― 

童市清池東二

ニウム・ゲル

シウム配合剤

内申し上げま

上げます。 

前 

こと） 

置方法 機序
 
省略 

 

 

 

 

 

る予定です。 
fo-services/dr

2021 年 2 月

二丁目 3番 1号

ル 

剤 

ます。 

序・危険因子 

rugs/0001.htm

月 

号 
 

 

 

 

 

 

l）


